
（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第
69
回
理
事
会

を
、
５
月
13
日
㈪
15
時
よ
り
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山
３
階
「
鳳
」
に
お
い
て
、
須
河
弘
美

県
生
活
環
境
文
化
部
長
と
水
落
仁
県
生
活
環
境
文
化

部
文
化
振
興
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
理
事
32
名
、
参

事
24
名
、
監
事
２
名
、
事
務
局
幹
事
な
ど
、
あ
わ
せ

て
約
１
０
０
名
の
出
席
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

加
藤
淳
会
長
の
挨
拶
の
後
、
須
河
部
長
に
ご
祝

辞
を
頂
き
、
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
号
議
案

「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
」

に
つ
い
て
事
務
局
及
び
磯
野
監
事
か
ら
の
報
告
に
続
い

て
、
第
２
号
議
案
「
役
員
の
異
動
（
案
）」
で
は
理

事
の
新
任
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
３
号
議

案
の
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）・
予
算（
案
）」、

第
４
号
議
案
の
「
役
員
報
酬
等
に
つ
い
て
（
案
）」、

第
５
号
議
案
で
の
第
７
回
社
員
総
会
招
集
の
事
務
局

案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
29
日
㈬
11
時
よ
り
富
山
県
民
会
館
８
階
バ
ン

ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
第
７
回
社
員
総

会
に
は
、
来
賓
に
清
原
明
宏
県
生
活
環
境
文
化
部
次

長
、
水
落
仁
県
生
活
環
境
文
化
部
文
化
振
興
課
長
を

迎
え
、
正
会
員
35
団
体
中
31
団
体
に
加
え
、
理
事
11

名
、
参
事
９
名
と
監
事
２
名
な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
80

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

加
藤
淳
代
表
理
事
の
挨
拶
の
後
、
清
原
次
長
よ
り

ご
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
県
茶
道
連
盟
代
表
の
宮
永

圭
子
さ
ん
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
第
１
号

議
案
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査

報
告
」、
第
２
号
議
案
「
役
員
の
異
動
（
案
）」、
第

３
号
議
案
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
予
算

（
案
）」、
第
４
号
議
案
「
役
員
報
酬
等
に
関
す
る
規

程　
改
正
案
」
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
、
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
は
、

２
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
を
承
認

第
69
回
理
事
会・

第
７
回
社
員
総
会
を
開
催

第69回理事会

第７回社員総会
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（
令
和
元
年
６
月
現
在
）

①
第
44
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

９
月
14
日
㈯
〜
17
日
㈫

富
山
県
民
会
館

②
第
２
回

と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

《
芸
術
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

８
月
10
日
㈯

《
舞
台
公
演
・
児
童
画
展
・
交

流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

８
月
11
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

③
国
際
芸
術
文
化
交
流
事
業

④
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

７
月
〜
２
０
２
０
年
３
月（
予
定
）

⑤
広
報
誌
「
藝
文
協
だ
よ
り
」

２
５
４
号
〜
２
５
８
号
刊
行

⑥
総
合
文
芸
誌
『
と
や
ま
文
学
』

第
38
号
刊
行

（
第
38
回
と
や
ま
文
学
賞
）

⑦
総
合
機
関
誌
『
藝
文
と
や
ま
』

第
48
号
刊
行

⑧
芸
術
鑑
賞

２
０
２
０
年
２
月
２
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

鬼
女
伝
説
「
安
達
原
」（
仮
題
）

他
、
小
演
目
に
よ
り
構
成

⑨
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
９
参
加

第
68
回
富
山
県
芸
術
祭

６
月
〜
２
０
２
０
年
２
月

県
内
一
円

加
盟
35
団
体

⑩
第
25
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

７
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

富
山
県
民
会
館

⑪
国
際
交
流
事
業

ア
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
美
術

キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）５
月
４
日
㈯
〜

17
日
㈮

（
派
遣
先
）ハ
ン
ガ
リ
ー・

バ
ラ
ト
ン
湖

イ
．
日
韓
友
好
交
流
事
業

（
出
品
期
間
）５
月
25
日
㈯
〜

29
日
㈬

（
出
品
者
）
富
山
県
書
道
連
盟

30
名

（
会
場
）韓
国
・
江
原
道

寧
越
文
化
芸
術
会
館

ウ
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー

ナ
ー
シ
ュ
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）７
月
14
日
㈰
〜

30
日
㈫

（
派
遣
先
）ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ

エ
．
日
中
友
好
交
流
事
業

日
中
青
少
年
交
流
推
進
年
認
定

行
事

富
山
県
・
遼
寧
省
友
好
県
省
35

周
年
記
念

「
富
山
・
遼
寧
省 

青
少
年
書
画

展
２
０
１
９
」

中
国
・
瀋
陽
市
へ
の
派
遣

（
派
遣
期
間
）７
月
27
日
㈯
〜

31
日
㈬

（
会
場
）中
国
・
遼
寧
省

瀋
陽
市
の
文
化
施
設

富
山
へ
の
招
へ
い

（
招
へ
い
期
間
）
９
月
13
日
㈮

〜
17
日
㈫
（
予
定
）

（
会
場
）富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

オ
．
日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
関
係

開
設
１
５
０
周
年
記
念
事
業

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー

ニ
バ
ル
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）
８
月
16
日
㈮
〜

25
日
㈰
（
予
定
）

（
派
遣
先
）ハ
ン
ガ
リ
ー
・
デ
ブ

レ
ツ
ェ
ン
他

①
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
９

総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
準
備
事
業

《
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

９
月
14
日
㈯

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

《
生
活
文
化
展
》

９
月
14
日
㈯
〜
16
日（
月
・
祝
）

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

②
令
和
元
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

（
期
日
）
未
定

③
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

４
月
18
日
㈭
〜

２
０
２
０
年
４
月
21
日
㈫

北
陸
銀
行
本
店
中
央
通
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ

（
出
品
者
・
会
期
）＊
４
面
に
掲
載

④
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４
月
11
日
㈭
〜

２
０
２
０
年
４
月
７
日
㈫

北
陸
銀
行
本
店

（
出
品
者
・
会
期
）＊
４
面
に
掲
載

⑤
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

一
番
町

４
月
16
日
㈫
〜

２
０
２
０
年
４
月
15
日
㈬

北
陸
銀
行
越
前
町
支
店
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ

（
出
品
者
・
会
期
）＊
４
面
に
掲
載

⑥
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

清
水
町

４
月
16
日
㈫
〜

２
０
２
０
年
４
月
15
日
㈬

北
陸
銀
行
清
水
町
支
店
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ

（
出
品
者
・
会
期
）＊
４
面
に
掲
載

①
第
74
回
富
山
県
美
術
展

６
月
１
日
㈯
〜
７
日
㈮

富
山
県
民
会
館

②
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
９

ア
．
全
日
本
地
域
選
抜
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス・ガ
ラ・イ
ン
利
賀
２
０
１
９

10
月
13
日
㈰

富
山
県
利
賀
芸
術
公
園

新
利
賀
山
房

イ
．
越
中
万
葉
創
作
舞
踊

「
万
葉
高
志
の
国
」

（
高
岡
公
演
）
12
月
21
日
㈯

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

（
新
川
公
演
）
12
月
23
日
㈪

富
山
県
新
川
文
化
ホ
ー
ル

③
美
の
祭
典

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

11
月
16
日
㈯
〜
20
日
㈬

富
山
県
民
会
館

主
催
事
業

受
託
事
業

共
催
事
業

令
和
元
年
度
事
業
計
画

役
員
の
異
動�

（
敬
称
略
）＊
新
任
の
み

《
顧　
　
　
問
》�

齋
藤　
　
滋

�

寺
井　
幹
男

《
理　
　
　
事
》�

平
井　
正
俊

�

中
井　
隆
司

�

駒
澤　
信
雄

�

加
藤　
祐
行

�

坪
内　
隆
悦

�

畠
山
満
喜
子

�

伊
東　
　
眞

《
参　
　
　
事
》�

米
澤　
宗
貴

事
務
局
の
異
動�（
敬
称
略
）＊
新
任
の
み

《
参　
　
　
与
》�

尾
島
き
み
枝

�

山
辺　
知
代

《
事
務
局
幹
事
》�

喜
多
埜
草
萌

�

吉
田　
充
恵

④
南
砺
市
い
な
み
国
際
木
彫
刻
キ
ャ

ン
プ
２
０
１
９

８
月
18
日
㈰
〜
30
日
㈮

南
砺
市�

井
波
芸
術
の
森
公
園

①（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会

表
彰
式

11
月
２
日
㈯

パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館

②
第
６
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
贈
呈
式

11
月
２
日
㈯

パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館

③
第
14
回

富
山
県
芸
術
文
化
協
会

「
北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」

10
月
８
日
㈫

富
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

そ
の
他
事
業

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
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第
74
回
富
山
県
美
術
展
を
６

月
１
日
㈯
〜
７
日
㈮
の
７
日
間

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
一
般
公
募
で
９
１
５

点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
５
９
２
点
が
入
選
し
ま
し
た

（
入
選
率
は
64
．７
％
）。
県
展

会
員
作
品
は
１
４
５
点
と
な
り
、

合
わ
せ
て
７
３
７
点
の
感
性
豊

か
な
力
作
を
一
堂
に
展
示
し
ま

し
た
。

１
日
㈯
に
は
、９
時
30
分
か

ら
の
開
会
式
に
引
き
続
き
、各

部
門
の
展
示
場
で
県
外
審
査
員

の
先
生
方
に
よ
る
講
評
が
あ

り
、丁
寧
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
県
外
審
査
員
の
言
葉
に
時
折

笑
い
が
起
こ
る
な
ど
、賑
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ
た
出
品
者
は
今

後
の
創
作
活
動
に
活
か
そ
う
と

熱
心
に
審
査
員
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
県
展
大
賞
の
受
賞

者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
県
展
大
賞
】

日
本
画
部
門�

池
田　
珠
紀

洋
画
部
門�

桝
田　
律
子

彫
刻
部
門�

林　
　
巌
石

工
芸
部
門�

葛
井　
保
秀

書
部
門�

辻
村　
桂
苑

写
真
部
門�

新
鞍
真
理
子

（
敬
称
略
）

５
月
25
日
㈯
〜
29
日
㈬
ま
で

韓
国
・
江
原
道
の
寧
越
文
化
芸

術
会
館
展
示
場
で
「
日
韓
国
際

交
流
書
藝
展
２
０
１
９
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
江
原
道
女
流

書
藝
家
協
会
の
要
請
を
受
け
、

富
山
県
書
道
連
盟
所
属
の
女
流

書
家
の
作
品
30
点
を
出
展
。
今

回
初
め
て
出
品
し
た
書
家
も
加

わ
り
、
新
し
い
作
風
の
書
作
品

を
含
め
漢
字
、
か
な
文
字
か
ら

篆
刻
、
前
衛
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
作
品
は
、
現
地
韓
国

の
ハ
ン
グ
ル
文
字
な
ど
の
作
品

と
合
わ
せ
て
展
示
さ
れ
、
両
国

の
文
化
交
流
の
場
と
し
て
好
評

を
博
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

【
富
山
か
ら
の
出
品
者
】

石
井　
克
代�

江
幡　
春
濤

水
口　
香
魚�

有
川　
立
虹

石
川
知
恵
子�

今
川　
芳
舟

嶋
崎　
一
翠�

長
坂　
石
泉

松
本　
燁
之�

荒
木　
志
織

上
田　
和
芳�

江
幡　
波
濤

小
野　
啓
優�

小
澤　
圭
子

佐
賀　
美
園�

高
畠
八
奈
美

手
塚　
和
美�

中
沢　
妍
洋

温
井　
和
海�

宮
﨑　
芳
玉

山
田　
史
子�

吉
江　
翠
光

鵜
川　
柯
舟�

内
田　
睦
美

浦
田　
恭
子�

片
岡　
澄
雲

笹
木
菜
奈
未�

塚
本　
真
仙

藤
木
千
恵
子�

山
口　
鮎
美

（
敬
称
略
）

日
韓
友
好
交
流
事
業

「
日
韓
国
際
交
流
書
藝
展
」

５
月
４
日
㈯
〜
17
日
㈮
ま

で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン

で
行
わ
れ
た
美
術
キ
ャ
ン
プ

に
、
洋
画
家
の
中
村
恵
津
子
氏

と
版
画
家
の
日
野
清
子
氏
を
派

遣
し
ま
し
た
。
両
氏
と
も
に
バ

ラ
ト
ン
美
術
キ
ャ
ン
プ
に
は
初

め
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

本
キ
ャ
ン
プ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
避
暑
地
と
し
て
知
ら
れ
る
広

大
で
美
し
い
バ
ラ
ト
ン
湖
の
湖

畔
で
行
わ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国

内
か
ら
版
画
家
を
中
心
に
作
家

が
集
い
ま
し
た
。
両
氏
は
現
地

作
家
が
自
在
に
繰
り
出
す
大
胆

な
構
図
に
刺
激
を
受
け
た
そ
う

で
、
帰
国
後
は
今
ま
で
に
な
い

発
想
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
、
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン

美
術
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

########
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########
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########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
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########
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第
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回

　県

　展

第
74
回

　県

　展
洋画部門

開会式　石井知事のごあいさつ

3



『
藝
文
と
や
ま
』
第
47
号
を

発
刊
し
ま
し
た
。
中
西
進
高
志

の
国
文
学
館
館
長
の
巻
頭
言
、

日
本
舞
踊
家
の
藤
間
蘭
黄
氏
の

特
別
寄
稿
に
始
ま
り
、
特
集
で

は
昨
年
６
月
に
逝
去
さ
れ
た
故

中
沖
豊
芸
文
協
最
高
顧
問
を
取

り
上
げ
、
座
談
会
や
寄
稿
を
通

し
、ご
功
績
を
回
顧
し
ま
し
た
。

『
藝
文
と
や
ま
』
は
芸
文
協

役
員
を
は
じ
め
、
芸
文
協
個
人

会
員
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

ご
高
覧
の
上
、
忌
憚
の
な
い
ご

講
評
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
各
加
盟
団
体
は
団
体

毎
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
す
が
、
芸
文
協
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
の
上
、
受
け
取

り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
方
で
第
47
号

及
び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
求

め
の
方
は
、
芸
文
協
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
藝
文
と
や
ま
』第
47
号
発
刊

令
和
元
年
度

中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
ほ
く

ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ほ
く
ぎ
ん

ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
一
番
町
・
ほ
く

ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
清
水
町

　
展
示
日
程　

◦「
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

（
会　
場
） 北
陸
銀
行
本
店
中
央
通

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

４
月
18
日
㈭
〜
５
月
28
日
㈫

鍛
冶　
大
愚（　
書　
）

５
月
30
日
㈭
〜
７
月
９
日
㈫

米
田　
英
隆（
洋　
画
）

７
月
11
日
㈭
〜
８
月
20
日
㈫

近
藤　
顕
子（
写　
真
）

８
月
22
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈫

橋
本　
節
子（
日
本
画
）

10
月
３
日
㈭
〜
11
月
12
日
㈫

高
田　
直
子（　
書　
）

11
月
14
日
㈭
〜
12
月
24
日
㈫

武
内　
良
文（
工　
芸
）

12
月
26
日
㈭
〜
２
０
２
０
年
２
月
４
日
㈫

細
木　
華
龍（　
書　
）

２
０
２
０
年
２
月
６
日
㈭
〜
３
月
17
日
㈫

稲
垣　
敦
子（
日
本
画
）

２
０
２
０
年
３
月
19
日
㈭
〜
４
月
21
日
㈫

手
操　
明
子（
洋　
画
）

◦「
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

（
会　
場
）北
陸
銀
行
本
店

４
月
11
日
㈭
〜
７
月
９
日
㈫

安
達　
陽
子（
工　
芸
）

７
月
11
日
㈭
〜
10
月
８
日
㈫

音
琴　
冰
春（
彫　
刻
）

10
月
10
日
㈭
〜
２
０
２
０
年
１
月
７
日
㈫

内
島　
正
雄（
工　
芸
）

２
０
２
０
年
１
月
９
日
㈭
〜
４
月
７
日
㈫

長
谷
川
総
一
郎（
彫　
刻
）

◦「
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

一
番
町
」

（
会　
場
） 北
陸
銀
行
越
前
町
支
店

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

４
月
16
日
㈫
〜
７
月
12
日
㈮

横
山　
丈
樹（
彫　
刻
）

大
村　
弘
美（
工　
芸
）

７
月
13
日
㈯
〜
10
月
15
日
㈫

野
沢
み
さ
え（
彫　
刻
）

六
家　
敬
吉（
工　
芸
）

10
月
16
日
㈬
〜
２
０
２
０
年
１
月
15
日
㈬

二
塚
佳
永
子（
彫　
刻
）

増
沢　
一
朗（
工　
芸
）

２
０
２
０
年
１
月
16
日
㈭
〜
４
月
15
日
㈬

佐
藤　
忠
博（
彫　
刻
）

池
上
美
栄
子（
工　
芸
）

◦「
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

清
水
町
」

（
会　
場
） 北
陸
銀
行
清
水
町
支
店

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ

４
月
16
日
㈫
〜
７
月
12
日
㈮

山
本　
　
清（
工　
芸
）

７
月
13
日
㈯
〜
10
月
15
日
㈫

青
山　
三
郎（
彫　
刻
）

10
月
16
日
㈬
〜
２
０
２
０
年
１
月
15
日
㈬

前
川　
正
治（
工　
芸
）

２
０
２
０
年
１
月
16
日
㈭
〜
４
月
15
日
㈬

松
田　
真
治（
彫　
刻
）（

敬
称
略
）

● 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
２
０
１
９
年
３
月
以
降
受
賞
順・

敬
称
略・記
名
順
不
同
）

第
29
回
工
芸
美
術
日
工
会
展

日
工
会
賞�

志
観
寺　
愛

�

守
田　
朋
美

第
36
回
と
や
ま
賞

�

タ
ニ
ノ
ク
ロ
ウ

第
36
回
江
口
隆
哉
賞

�

可
西　
晴
香

【
合
唱
部
門
】

（
廣
瀬
ふ
み
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

３
月
23
日
㈯
〜
26
日
㈫

県
内
小
・
中
・
高
校
ほ
か

講
師
＝�

キ
シ
ュ・チ
ャ
バ
先
生

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

合
唱
指
導
者
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
デ
ブ
レ
ツ
ェ

ン
改
革
派
神
学
大
学
で
合
唱
を

指
導
す
る
キ
シ
ュ
・
チ
ャ
バ
先

生
を
今
年
か
ら
新
た
に
お
招
き

し
、
発
声
・
発
音
・
表
現
の
指

導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
一
つ

一
つ
の
楽
曲
に
真
摯
に
向
き
合

う
指
導
に
、
受
講
者
は
熱
心
に

レ
ッ
ス
ン
に
取
り
組
み
、
今
後

に
つ
な
が
る
充
実
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度　

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

（
合
唱
・
吹
奏
楽
）

（合唱部門）キシュ・チャバ先生

【
吹
奏
楽
部
門
】

（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

３
月
24
日
㈰
〜
25
日
㈪

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

高
岡
文
化
ホ
ー
ル

講
師
＝
福
井
弘
康
先
生

（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
）

東
京
佼
成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
福
井
弘
康
先
生
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
基
本
奏
法
か
ら

練
習
方
法
ま
で
幅
広
く
充
実
し

た
内
容
の
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
福
井
先
生
自
ら
楽
器
を
手

に
と
っ
て
指
導
す
る
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
、
受
講
し
た
生
徒
た
ち
は
基

礎
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。（吹奏楽部門）福井弘康先生
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「
と
や
ま
文
学
賞
」
連
携
の

文
学
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

文
芸
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
：
６
月
16
日
㈰
16
時
〜

◎
会
場
：
県
教
育
文
化
会
館

５
０
１
号
室

《
テ
ー
マ
》

「
十
七
字
で
言
え
る
こ
と
」

入
場
無
料
（
要
申
込
）

《
講
師
》
川か

わ
も
と本
皓こ
う
嗣じ

先
生

•
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
と
や
ま
文
学
賞
」短
詩
型

選
者
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）、

学
術
博
士（
比
較
文
学
）比
較
詩

学・比
較
文
化
論
専
攻
、
日
本
学

士
院
会
員
、
東
大
名
誉
教
授
。

　
８
月
に
「
第
２
回
と
や
ま
こ

ど
も
舞
台
芸
術
祭
」（
舞
台
公

演
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
）
を

開
催
し
ま
す
。
芸
術
文
化
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
は
只
今
、
子
ど
も
を

中
心
と
し
た
参
加
者
を
募
集
中

で
す
。
ご
来
場
・
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
芸
術
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

◎
期
日
：
８
月
10
日
㈯

◎
会
場
：
県
教
育
文
化
会
館�

集
会
室

◎
時
間
・
内
容
等

①
洋
楽（
13
時
半
〜
14
時
20
分
）

「
舞
台
表
現
に
必
要
な
音

感
・
リ
ズ
ム
感
を
習
得
し
よ

う
！
」（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

講
師
：
大
村
禎
子
（
富
山
国
際

大
学
講
師
・
城
東
音
楽
院
主
宰
）

対
象
：
３
歳
以
上

持
ち
物
：
不
要

②
生
け
花（
15
時
〜
15
時
50
分
）

「
い
け
ば
な
を

体
験
し
て
み
よ
う
！
」

講
師
：
山
上
登
美
子
（
富
山

県
華
道
連
合
会
）

対
象
：
小
学
生
以
上

持
ち
物
：
あ
れ
ば
花
切
り
鋏

（
無
け
れ
ば
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

◎
申
込
方
法
：
お
名
前
、
ご
住

所
、お
電
話
番
号
、年
齢（
学

年
）、
参
加
希
望
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
洋
楽
ま
た
は
生

け
花
）を
ご
記
入
の
上
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
下
記
の
芸
文
協
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
締
切
：
７
月
31
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
い
た
し
ま
す
。

《
舞
台
公
演
》

◎
日
時
：
８
月
11
日
㈰

•
午
前
の
部
10
時
〜

•
午
後
の
部
14
時
〜

（
入
れ
替
え
制
）

◎
会
場
：
県
教
育
文
化
会
館

ホ
ー
ル

◎
内
容
：
邦
楽
、
洋
楽
、
日
舞
、

洋
舞
、
詩
吟
剣
舞
、
民
謡
民

舞
、
大
正
琴
な
ど
18
団
体

〔
特
別
公
演
〕海
外
、
県
内
各
１
団
体

※
舞
台
公
演
入
場
券
が
必
要
で
す
。

《
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

　
舞
台
公
演
各
回
終
演
後
、
舞

台
上
で「
P
A
T
2
0
2
0
」

P
R
、「
東
京
五
輪
音
頭
」の
交

流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。

※
参
加
に
は
舞
台
公
演
入
場
券
が
必
要
で
す
。

◎
入
場
料
：
一
般
（
高
校
生
以

上
）
１
０
０
０
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
以
下
）
無
料

※
子
ど
も
も
入
場
券
が
必
要
で
す
（
子
ど

も
券
は
芸
文
協
事
務
局
の
み
取
り
扱
い
）

◎
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
：
芸
文

協
事
務
局
他

◇
乳
児
の
入
場
不
可
。今
回
よ
り
託

児
室
を
ご
利
用
頂
け
ま
す
。
ご

希
望
の
場
合
は
、７
月
25
日
㈭
ま

で
に
下
記
の
芸
文
協
事
務
局
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
2
0
2
0
年
と
や
ま
世
界
こ

ど
も
演
劇
祭
〜
第
４
回
と
や

ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
〜

プ
レ
公
演
》

◎
入
場
料
：
無
料

◎
日
時
：（
予
定
）

•
８
月
６
日
㈫
11
時
〜

滑
川
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

•
８
月
７
日
㈬
11
時
〜

射
水
市
大
島
絵
本
館

•
８
月
８
日
㈭
14
時
〜

南
砺
市
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

•
８
月
９
日
㈮

11
時
〜
：
朝
日
町
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
リ
ー
ナ
）

16
時
〜
：
ふ
く
お
か
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
ホ
ー
ル
）

◎
出
演
：
ハ
ン
ガ
リ
ー・
劇
団
プ

レ
イ
ヤ
ー
ズ・
ス
タ
ジ
オ・
デ

ブ
レ
ツ
ェ
ン
、
県
内
加
盟
団
体

子
ど
も
の
た
め
の「
芸
術
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
洋
楽
・
生
け
花
）

第
２
回
と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

川
本
皓
嗣
先
生　
文
学
講
演
会

《
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
》

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
　

０
７
６－４
４
１－８
６
３
５（
内
線
１
２
３
）

　
（
平
日
９
時
半
〜
18
時
半
）

F
A
X　
　

０
７
６－４
４
２－４
６
３
５

Ｅ
メ
ー
ル　

info

＠pat.or.jp
Ｕ
Ｒ
Ｌ　
　

http://w
w
w
.tiatf.or.jp

参加者
募集

聴講者
募集

◎
申
込
方
法
：
お
名
前
、
ご

住
所
、
お
電
話
番
号
を
明
示
の

上
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
左
記
の
芸
文
協
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※「
と
や
ま
文
学
37
号
」合
評
会（
参
加
自

由
）を
同
館
４
０
３
号
室
で
14
時
か
ら
開

催
し
ま
す
。

※
入
場
券
等
は
送
付
し
ま
せ
ん
が
、
定
員

に
達
し
、
受
講
頂
け
な
い
場
合
の
み
ご

連
絡
し
ま
す
。

第
38
回
と
や
ま
文
学
賞

作
品
募
集
中

◎
締
切
：
９
月
30
日
㈪

※
詳
し
く
は
作
品
募
集
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
チ
ラ
シ

は
芸
文
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ご
覧
頂
け
ま
す
。）
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ご
招
待
の
お
知
ら
せ

「
第
25
回
富
山
県
い
け
ば
な

公
募
展
」
を
左
記
の
通
り
開
催

し
ま
す
。
一
般
の
方
々
か
ら
出

瓶
を
募
る
だ
け
で
な
く
、
県
内

の
華
道
各
流
派
が
一
堂
に
会
し

て
い
け
ば
な
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
今
年
度

の
ご
優
待
と
し
て
、
本
号
に
ご

招
待
券
（
喫
茶
券
つ
き
）
を
同

封
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
を
迎
え
、
さ
わ
や
か
な

初
夏
に
、
美
し
い
い
け
ば
な
を

是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
！

日
時
：
７
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

１０
時
〜
１8
時

会
場
：
富
山
県
民
会
館

地
下
展
示
室

展
示
：
県
内
を
代
表
す
る
華
道

家
約
２
３
０
人
と
一
般

公
募
5０
人
の
作
品
を

予
定

日
本
新
工
芸
富
山
会
展

５
月
１
日
㈬
〜
５
月
７
日
㈫

大
和
富
山
店�

５
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

第
61
回
清
渓
社
現
代
書
展

５
月
10
日
㈮
〜
５
月
12
日
㈰

富
山
県
民
会
館�

地
下
展
示
室

ガ
ラ
ス
造
形
の
創
造
と
深
化

―
新
収
蔵
品
を
中
心
に
―

５
月
18
日
㈯
〜
９
月
３
日
㈫

樂
翠
亭
美
術
館

観
世
流
富
山
松
友
会
春
季
大
会

５
月
19
日
㈰

富
山
能
楽
堂

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
雫
２
０
１
９

富
山
の
若
き
演
奏
家
た
ち
に
よ
る

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

６
月
８
日
㈯
〜
２
０
２
０
年
３
月

28
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ�
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
21
回
草
月
四
季
の
会 
い
け
ば
な
展

６
月
８
日
㈯
〜
６
月
９
日
㈰

南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

演
人
全
開
血
が
滾
っ
て
き
た
ぜ
！

第
22
回
公
演

６
月
14
日
㈮
〜
６
月
16
日
㈰

富
山
県
民
小
劇
場�

オ
ル
ビ
ス

黒
川
真
理
箏
コ
ン
サ
ー
ト

〜
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〜

６
月
15
日
㈯

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
富
山
展
２
０
１
９

第
９
回
現
代
工
芸
美
術
家
協
会

富
山
会
公
募
展

６
月
15
日
㈯
〜
６
月
19
日
㈬

富
山
県
民
会
館�

美
術
館

ミ
ズ
キ
大
正
琴
演
奏
会

６
月
16
日
㈰

新
湊
高
周
波
文
化
ホ
ー
ル�

小
ホ
ー
ル

第
61
回
富
山
県
壮
吟
会
吟
道
大
会

６
月
16
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館�

ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

富
山
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
41
回
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
22
日
㈯

富
山
県
民
会
館�

ホ
ー
ル

平
成
31
年
度「
春
季
能
楽
大
会
」

６
月
23
日
㈰

富
山
能
楽
堂

２
０
１
９ 

世
界
の
児
童
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
第
50
回
）高
岡
展

６
月
28
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈰

ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高
岡

第
40
回
一
翠
会
書
作
展

６
月
28
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団 

第
47
回
定
期
演
奏
会

６
月
30
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

日
本
民
踊
研
究
会
富
山
県
支
部
45
周

年
記
念 

新
元
号
を
祝
っ
て「
み
ん
な

で
踊
ろ
う
踊
り
の
輪
を
人
の
和
に
」

６
月
30
日
㈰

高
岡
市
民
体
育
館

２
０
１
９ 

世
界
の
児
童
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル （
第
50
回
）富
山
展

７
月
５
日
㈮
〜
７
月
７
日
㈰

大
谷
芸
術
交
流
館
及
び「
和
」館

草
月
会
富
山
県
支
部
三
創
会

い
け
ば
な
展

７
月
６
日
㈯
〜
７
月
７
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
52
回
北
陸
秀
城
会 

民
謡
発
表
会

７
月
７
日
㈰

北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー

今
井
顕
ピ
ア
ノ
公
開
講
座

「
よ
り
美
し
い
響
き
を
求
め
て
〜
ぺ

ダ
リ
ン
グ
の
極
意
〜
」

７
月
８
日
㈪

富
山
県
民
小
劇
場�

オ
ル
ビ
ス

小
さ
な
音
楽
会

７
月
14
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ�

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
43
回
華
の
会「
お
さ
ら
い
会
」

７
月
15
日
㈪

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

北
日
本
新
聞
創
刊
１
３
５
周
年

第
45
回
記
念 

日
本
の
書
展

７
月
19
日
㈮
〜
７
月
22
日
㈪

富
山
県
民
会
館
美
術
館�

地
下
展
示
室

第
18
回
富
山
い
ず
み
高
校
コ
ー
ラ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

７
月
21
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館�

ホ
ー
ル

第
55
回
田
中
バ
レ
エ
研
究
所
発
表
会

７
月
28
日
㈰

富
山
県
民
会
館　
ホ
ー
ル

第
16
回
茶
道
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座

７
月
28
日
㈰

富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
５
階�

大
ホ
ー
ル

第
39
回「
富
山
薪
能
」

７
月
31
日
㈬

富
山
能
楽
堂

富
山
音
楽
院
同
窓
会

第
35
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
５
日
㈪

富
山
市
民
プ
ラ
ザ�

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

劇
団
Ｐ
．Ｏ
．Ｄ
．
第
52
回
公
演

「
無
差
別
」

８
月
10
日
㈯
〜
８
月
11
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

ホ
ー
ル

第
71
回
毎
日
書
道
展
北
陸
展

８
月
11
日
㈰
〜
８
月
15
日
㈭

富
山
県
民
会
館

塚
田
尚
吾
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

９
月
１
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ�

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
４
回
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

フ
ェ
ス
タ

９
月
１
日
㈰

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル�

ラ
ポ
ー
ル

第
26
回
富
山
県
い
け
花
作
家
協
会
展

９
月
27
日
㈮
〜
９
月
29
日
㈰

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル�

ラ
ポ
ー
ル

富
山
県
書
道
連
盟
’19
企
画
展

『
明
日
を
拓
く
作
家
た
ち
展
』

10
月
４
日
㈮
〜
10
月
６
日
㈰

富
山
県
民
会
館�

美
術
館

「
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
９
」協
賛

事
業 
第
25
回
富
山
県
障
害
者
絵
画
展

10
月
４
日
㈮
〜
10
月
６
日
㈰

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
岡
２
階�

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
特
別
展

「
柳
宗
悦
の
茶

〜
日
本
民
藝
館
名
品
選
」

10
月
５
日
㈯
〜
12
月
１
日
㈰

富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館

第
18
回
富
山
県
ね
ん
り
ん
美
術
展

10
月
９
日
㈬
〜
10
月
10
日
㈭

富
山
県
民
会
館�

美
術
館

２
０
１
９
年
花
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
展
＆
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

「
花
心
輪
」＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
月
11
日
㈮
〜
10
月
13
日
㈰

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル�

ラ
ポ
ー
ル

富
山
あ
ざ
み
女
声
合
唱
団

第
36
回
定
期
演
奏
会

10
月
26
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ�

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
26
回
青
井
中
美
展

11
月
14
日
㈭
〜
12
月
１
日
㈰

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校
附

属
青
井
記
念
館
美
術
館

第
20
回
と
や
ま
青
少
年
伝
統
芸
能
祭

２
０
２
０
年
１
月
19
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館�

ホ
ー
ル

第
57
回
全
国
高
等
学
校
美
術
、
工
芸

教
育
研
究
大
会
２
０
２
０
富
山
大
会

２
０
２
０
年
８
月
11
日
㈫
〜
８
月

13
日
㈭

富
山
県
民
会
館

訃　

報

　
県
歌
人
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
部

部
長
と
し
て
県
短
歌
大
会
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
の
開
催
に
ご
尽
力
さ
れ
た

あ
べ
ま
さ
こ
さ
ん
が
２
月
21
日

に
、
長
き
に
亘
り
劇
団
文
芸
座
で

ご
活
躍
さ
れ
た
楠
早
苗
さ
ん
が

３
月
31
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
前
、
富
山
県
の
芸
術
文
化
の

振
興
と
発
展
、
ま
た
芸
文
協
の
諸

事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご
貢
献

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

第
25
回
富
山
県

い
け
ば
な
公
募
展
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